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都市再生整備計画（第２回変更）
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平成２５年３月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 15 ha

平成 21 年度　～ 平成 24 年度 平成 21 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 20 24

戸 20 24

人/年 20 24

都道府県名 福岡 吉富町
よしとみまち

吉富
よしとみ

駅前
えきまえ

周辺
しゅうへん

地区

計画期間 交付期間 24

大目標　吉富の玄関口として快適で魅力のある駅を中心としたまちづくり
目標１：歩きやすく快適な駅前周辺のまちづくり
目標２：災害に強いまちづくり
目標３：イベントや趣味、ボランティア活動等の交流により、住民がイキイキと暮らせるまちづくり

　昭和５０年に町全体を都市計画区域とし、未線引きで用途地域を設定した。当地区は本町の９割以上の近隣商業地域、第一種住居地域、無指定区域で構成されている。また昭和６０年から平成１７年にかけ町全体で商店数は９１から７０に減少し、人口
は７，６７２人から７，０５３人と減少傾向にある。
　平成７年４月に商業・交通の拠点機能を期待された吉富駅が開設されたが、利用者数は６５０人/日程度と横ばい傾向である。
　平成１３年３月に第３次吉富町総合計画が策定され「ＪＲ吉富駅が本町の玄関口としてふさわしいものになるように、進入ロの整備や駅前広場の整備」を検討してきた。

当地区のまちづくりの現況

１．吉富駅へのアクセスが悪く、幅員が狭い為、一方通行規制時間帯がある。
　　歩道の無い小学校通学路に車の通行がある。
　　駅周辺の景観に対するアンケートでは、満足より不満の意見の方が多かった。
２．30mm/h以上の降雨時に床下浸水が発生する。
３．地域のコミュニティが希薄化している。
　　平成７年度に駅舎と一体の立地環境を生かした好条件のもと、「人々との交流、学習施設としての町の歴史、絵画、物産等を展示するための施設」として吉富町ふるさとセンターを供用開始したが、閉鎖的なホール構造により、住民の目にふれる機会
が少ないことや活動スペースが狭いことから、自主グループ活動活性化の妨げとなっている。

１．歩行者の安全性及び景観を考慮し、駅へのアクセスを改善する。
２．床下浸水を解消する。
３．自主活動組織の活性化を図り、地域コミュニティを活性化させる。

　第３次吉富町総合計画（平成１３年度～平成２２年度）の基本理念は「安心とゆたかさと潤いを実感できるまちづくり」であり、これは７つの施策により構成される。
　特に当地区の中期的ビジョンとしては、１．駅を中心とした交通体系の強化、２．防災（水防）の強化、３．吉富あいあいセンターを活用した保健・医療・福祉の充実、４．密集した近隣商業地域である商業振興、吉富駅・吉富町ふるさとセンターを利用した
観光振興、５．「住民参加のまちづくり」の一つとして「地域コミュニティの育成」を行うこととされている。また第３次吉富町総合計画に基づく第４次吉富町行政改革実施計画に「ふるさとセンターの有効活用を促進すること」が位置づけられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

30

床下浸水戸数 30mm/h以上の降雨時に床下浸水の発生件数
目標の「防災」は水防として「床下浸水戸数の減少」で捉え、30mm降雨確立時に
床下浸水戸数を0とすることとした。 5 0

駅利用に関する満足度
駅利用者満足度調査により、駅周辺の施設・安全・景観に対して「満足」
「やや満足」と回答した利用者の割合

満足度調査意見として、駅前の企業誘致要望や無料駐車場の存続などをふま
え、過半数の満足度は困難と判断し、目標値を従前値の倍程度とした。 16

180ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ運営ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ人数 １年間に活動したポケットパーク運営ボランティア人数
「住民がイキイキと暮らす」地域コミュニティづくりを「ボランティア参加人数」で捉
え、周辺自治会を考慮し、30人程度が年6回活動するとした。 0



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

３．住民参加のもとイベントや趣味、ボランティア活動による交流を通した吉富町ふるさとセンターの有効利用の促進と、新たな自主活動組織を育成すること
で地域コミュニティの活性化を図る。
　　次の２つの事業を行うことで、地域コミュニティの活性化を図る。①吉富町ふるさとセンター（地域交流センター）の有効利用を促進するための改修を行
い、コーラス、フラダンス、詩吟等の自主活動グループ利用者の増加を図る。②ワークショップ形式でポケットパークの計画からボランティアによる運営する
方法を検討し、事業終了後もボランティアによる運営を行うことで自主活動組織を育成し、地域コミュニティの活性化を図る。

【基幹事業　町】
　吉富ふるさとセンター改修事業
　ポケットパーク整備事業
【提案事業　町】
　駅前ポケットパークづくり（まちづくり活動推進事業）

　事業終了後も本事業にて改修された「吉富町ふるさとセンター」及び整備された「ポケットパーク」を自主活動グループやボランティア活動の拠点とし、また住民とのふれあいの場として、継続的な地域コミュニティの醸造及び集客効果による活
動活性化を図る。また事業進捗管理として、吉富町ふるさとセンターの利用者数及びポケットパークボランティア参加人数の管理を行い新たな利用及び参加についての働きかけ及び状況について公表する。

方針に合致する主要な事業

１．安全で、景観を考慮した交通環境を創出する。
　　歩道が設置された吉富駅前道路新設工事により、通行者の安全性の向上を図りながら、景観についての地元住民を交えたワークショップを取り入れ、
快適な駅前空間を整備する。

【基幹事業　町】
　吉富駅前道路整備事業（道路）
　道路事業に伴うあいあいセンター駐車場補償工事（道路）
【提案事業　町】
　駅前景観づくり（まちづくり活動推進事業）

２．床下浸水を解消するため、雨水排水機能を強化する。
　　バイパス水路の整備により、床下浸水する地域の雨水を河川に放流し、床下浸水を解消する。

【基幹事業　町】
　バイパス水路整備事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 吉富町 直 L=210 21 24 21 24 195 195 195 195

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 吉富町 直 － 21 24 22 24 102 75 75 75

高質空間形成施設 吉富町 直 － - - - - 0 0 0 0

高次都市施設

既存建造物活用事業 吉富町 直 － 21 22 21 22 5 5 5 5

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 302 275 275 275 …A
提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

0

0

吉富町 直 － 21 21 21 21 3 3 3 3

合計 3 3 3 3 …B
合計(A+B) 278

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

細項目

所管省庁名事業箇所名

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間

駅前景観・駅前ポケットパークづくり －

住宅市街地
総合整備
事業

－

まちづくり活
動推進事業

地域創造
支援事業

事業
細項目

－

全体事業費

－

事業期間（いずれかに○）
事業主体

事業活用調
査

事業 規模

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

町道吉富駅前線

事業主体事業箇所名
（参考）事業期間

0

0

うち民負担分

交付対象事業費 278 交付限度額 111.2 国費率 0.4



都市再生整備計画の区域

　吉富駅前周辺地区（福岡県吉富町） 面積 15 ha 区域 吉富町大字広津の一部、小犬丸の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

吉富駅前周辺地区(15ha)
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駅利用に関する満足度 （　％　） 16 （H20年度） → 30 （H24年度）

床下浸水戸数 （　戸　） 5 （H20年度） → 0 （H24年度）

ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ運営ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ人数 （人/年） 0 （H20年度） → 180 （H24年度）

　吉富駅前周辺地区（福岡県吉富町）　整備方針概要図

目標 吉富の玄関口として快適で魅力のある駅を中心としたまちづくり
代表的な

指標

吉富あいあいセンター

吉富小学校

駐

駐

駐

駐

駐

１００ ２００ ４００ ５００ｍ０

ＪＲ吉富駅

吉富町ふるさとセンター

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

□まちづくり活動推進事業
駅前景観・駅前ポケットパークづくり

■地域生活基盤施設
・駅駐車場整備A=2,500㎡
・駅駐輪場整備A=500㎡
・ポケットパーク整備A=1,000㎡
・情報板2か所

■既存建造物活用事業
・吉富町ふるさとセンター改修工事A=124㎡

■道路
・駅前道路整備L=210m
・バイパス水路整備事業L=210m
・吉富あいあいセンター駐車場補償工事A=860㎡
・街灯整備
・歩道カラー舗装L=200m

都市再生整備計画面積１５ｈａ


